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「赤毛のアン」 関連年表                                         （※訳書見つからず） 

 1908 L.M.モンゴメリ 

"Anne of Green Gables"発表 

明治 41 年。第４回夏季五輪（ロンドン）、第１回ブラジル移民出港、「味の素」特許登録、米 FBI

創設、GM創業、T型フォード発売、愛新覚羅溥儀が清の皇帝に即位、「アララギ」創刊。 

 1939  村岡花子、離日する宣教師より原書を与えられる。 

1 1952 村岡花子 三笠書房 以後、新潮文庫等で 1994 年までの間に 12 種類発刊。 (*1) 

2 1957 中村佐喜子  角川文庫  

3 1973 神山妙子  旺文社文庫  

4 1975 猪熊葉子  講談社文庫 ※ 

5 1982 岸田衿子 角川書店 「赤毛のアン—フォトロマン」。底本は「少年少女世界文学全集第 9巻」（学習研究社/1968）？ 

6 1987 茅野美ど里  偕成社文庫  

7 1989 石川澄子  角川文庫 ※ 

8 1989 きったかゆみえ  学習研究社  

9 1990 谷口由美子 集英社 ※ 

10 1990 谷詰則子  篠崎書林 1978 年刊の再刊？ 

11 1992 曾野綾子  河出書房新社  

12 1999 掛川恭子  講談社  

13 1999 山本史郎  原書房  

14 2000 松本侑子  集英社文庫 底本は 1993 年刊 

15 2008 村岡花子 新潮文庫 補訳：村岡美枝。現在もっとも普及しているバージョン。 

16 2008 村岡花子  講談社 青い鳥文庫 

17 2013 柴田元幸 河出書房新社 「書き出し『世界文学全集』」 

*1 「今、私の手元には四十冊以上『赤毛のアン』の本がある（中略）村岡花子の訳が十二種類ある。さて、同じ訳者の本をそんなに集めてどうするんだろうとい

う向きもあるだろう。私もはじめは全部同じ内容かと思っていた。ところが、そうではなかったのだ。いや、実のところ、十二種類全部、文体が違うのだ。これに

は正直言って驚いた。出版社が違うごとに、というならわかる。同じ出版社でも、収められているシリーズが違えば、全部書き直されているのだ。『赤毛のアン』

はまさに、村岡花子が後半生を懸けた、いわばライフワークと言えるものだったのだ」（「やっぱり赤毛のアンが好き」p.128（松本正司・香織ほか/世界文化社 1994）） 
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